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河 西 邦 人：(共著）「第５回札幌支店企業動向調査⑴」『札幌学院商経論集』第20巻第
２号，2003年10月
：(単著）「起業のススメ」『えぬぴおん』第８号，2003年12月
児 玉 敏 一：(単著）『環境適応の経営管理；低成長・グローバル化時代の日本的経営』
学文社，2004年１月30日
佐々木 冠：(論文）“Opacity and Transparency related to Lowering:Local Con-
junction or Comparative Markedness.” In Jennifer Spenader et al
(eds.),Proceedings of Variation within Optimality Theory. Stockholm
 
University,Department of Linguistics. 2003年４月
：(論文）“Counter-feeding  Opacity in the Mitsukaido Dialect  of
 
Japanese.” In Takeru Honma et al(eds.),A Festschrift for Dr.Shosuke
 





下 島 英 忠：(論文）「コミュニティ事業のマネジメント――多元価値社会の構築に向け
た新しいマネジメントを求めて――」『商経論集』〔札幌学院大学〕第20巻
第１号，2003年10月
鈴 木 敏 彦：(分担執筆）『情報社会に向かうこれからの高校教育』〔北海道高等学校教育
研究会編，学事出版 平成15年６月18日発行〕第１章 第６節 教員研
修とインターネット
藤 永 弘：(監修）『外国人教授が見たニッポンの大学教育』中央経済社 2003年９月

















北 田 雅 子：シンポジスト 第13回日本体力医学会東北地方会「健康づくりと運動指導
の現状」主催団体：日本体力医学会東北地方会 大会事務局：盛岡大学短
期大学部 阿部久佐 開催場所：岩手県医師会館４階大ホール 開催日
時：平成15年６月14日㈯
佐々木 冠：(研究発表）Opacity and transparency related to lowering:Local Con-
junction or Comparative Markedness. Variation within Optimality
 
Theory Workshop. Stockholm University,Department of Linguistics.
2003年４月27日．
：(研究発表）Counterbleeding opacity in Standard Japanese verb mor-
phology. The 11th Manchester Phonology Meeting. University of
 
Manchester. 2003年５月24日．
：(研究発表）Two types of detransitive constructions in Hokkaido
 
Japanese. Workshop on Passive, 20th Scandinavian Conference of
 
Linguistics,University of Helsinki. 2004年１月８日





















谷 沢 弘 毅：(コーディネーター）「観光ベンチャーフォーラム In紋別」北海道経済産業
局・㈶日本交通公社・㈶北海道地域総合振興機構［ローヤルパレス・紋別
市］平成15年12月12日。
：(研究発表）「データベースシステムに対する評価」平成15年度21世紀COE
プログラム拠点プログラム『社会科学の統計分析拠点構築』第11回研究会
「個票データベースについて―農家経済調査データベースの場合」［一橋大
学経済研究所］平成16年２月５日。
：(パネリスト）「観光ベンチャーフォーラム In札幌」北海道経済産業局・㈶
日本交通公社・㈶北海道地域総合振興機構［ロイトン札幌・札幌市］平成
16年３月19日。
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